
次期子ども・子育て支援事業計画の策定について

現行計画

主な審議事項

資料３

令和４年度第２回船橋市子ども・子育て会議資料

(1)新たな計画期間の「量の見込み」及び「確保方策」

令和２年度～令和６年度

次期計画

令和７年度～令和１１年度

教育・保育や地域子ども・子育て支援事業について、新たな計画期間中の「量の見込み」
（需要）及び「確保方策」（供給）を検討していきます。

(2)現行計画の進捗管理

毎年行っている計画の進捗管理も並行して実施し、現行計画の評価・分析を行います。

計画の進捗管理を通して、各事業の実施状況を把握

次期子ども・子育て支援事業計画につなげていく

課題・改善点

イメージ

令和6年度

推計児童数 10,082 

利用率 57.5%

A 量の見込み 5,797

確保方策

特定教育・保育施設 5,111

特定地域型保育事業 626

上記以外 131

B 確保数 合計 5,868

B－A 71

現行
次期

【３号(1～2歳・保育認定子ども)】

①アンケート調査を実施し、今後の需要見込み（量の見込み）を算出
②量の見込みや現行計画の課題等を踏まえ、確保方策を設定

現行の「第２期船橋市子ども・子育て支援事業計画」が、令和６年度に期間満了となる
ため、来年度から次期計画の策定準備を進めていきます。

子ども・子育て会議では、新たな計画を策定する上で必要な以下の事項などについて、
審議を行っていきます。

新たな
期間の
内容を
検討

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

①

②

1



2期計画からの変更点

・他計画との統合

これまで個別に策定していた「ひとり親家庭等自立促進計画」、「親子のしあわせ応
援プロジェクト」を子ども・子育て支援事業計画と統合します。

現行 次期

①第2期船橋市子ども・子育て
支援事業計画

②ひとり親家庭等自立促進計画
（第４次）

③親子のしあわせ応援プロジェクト
（子どもの貧困対策プラン）

・②、③を内包した計画として策定する
・掲載内容及びニーズ調査の対象及び内容について検討する

ひとり親家庭等自立促進計画
（第５次）

子どもの貧困対策計画

現行は3つの個別計画等

・上記のことから、ニーズ調査の対象者を追加します。
※２期計画は保護者への調査のみ

①ひとり親家庭の保護者
→設問内容（案）：（ひとり親家庭等自立促進計画の要素）

ひとり親になった理由、養育費・面会交流の状況、等
②小学校高学年～高校３年生の子ども
→設問内容（案）：（子どもの貧困対策計画の要素）

将来のこと（夢や進学希望）、学校や勉強のこと、等

第３期船橋市子ども・子育て
支援事業計画

船橋市こども〇〇計画（仮）
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